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１ はじめに 

 現在，企業における社内システムやインター

ネット上のショッピングサイトなど，Web アプリ

ケーションの利用が広がっている．Web アプリケ

ーションの構築には，サーバサイドの Java プラ

ットフォームである J2EE（ Java2 Platform 

Enterprise Edition）[1]などによるシステム構

築が主流となっている． 

 その一方で，Web サービス[2]と呼ばれる分散

アプリケーション構築のためのアーキテクチャ

が提唱され，注目を集めている．しかし，Web サ

ービスは XML を利用するためデータ量が大きく

なることから，他の分散オブジェクト技術や Web

コンピューティング技術と比べ，パフォーマン

スの低さがしばしば指摘される[3]． 

 本稿では，J2EE の技術を用いた場合，Web サ

ービスの技術を用いた場合の二種類の Web アプ

リケーションを構築，性能の比較評価を行った． 

２ 比較評価対象と項目 

 Web アプリケーションシステムの構築方法とし

て，具体的には J2EE 技術の Servlet，JSP，EJB

で構築した場合と，Web サービス技術の SOAP，

WSDL を用いた場合の 2 つについて，比較対象と

なるシステムは次のような形とした． 

・J2EE を用いたシステム：JSP を表示，Servlet

を制御，ロジックの実装に EJB を用いた． 

・Web サービスを用いたシステム：表示と制御は

J2EE を用いたシステムと同様とし，ロジックの

実装に Web サービスを用いた． 

比較項目は以下の 2つとした． 

 ①負荷をかけた状態でのレスポンスタイム 

 ②プログラミングにおける利点・欠点 

３ 評価システムの構築 

３．１ 評価システム 

 本研究では，評価を行うためのシステムとし

て，Web ブラウザを通して商品の購買を行うため

のオンラインショッピングシステムを図 1 のよ

うに設計し，J2EE を用いた場合と，Web サービ

スを用いた場合の二種類の方法で構築した． 
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図 1 オンラインショッピングシステムの流れ 

① Web ブラウザからアクセスし，表示されるロ

グイン画面からユーザ名等を入力し，システ

ムへログインする． 

② システムへログイン後，ユーザは Web ブラウ

ザに表示されるカタログから，希望する商品

と数量を指定して注文を行う． 

③ 注文が終了するまで繰り返す． 

④ 注文が終了したらユーザはシステムからログ

アウトする． 

３．２ 評価システムの構築 

 評価システムの構築環境を表 1に示す． 

表 1 構築環境 

役割 ツール名 

Web サーバ/ 
Jakarta  

Tomcat 4．0．6 

Application サーバ  

J2EE サーバ J2EE 1．3．1 RI サーバ

データベースサーバ Oracle8i 

SOAP プロセッサ Apache Axis RC1．0 

サーバ OS Windows2000 SP3 
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図 2 J2EE を用いたシステムの構成 

 図 2 中のカート管理部は，ショッピングカー

トの機能を実装した Servlet/JSP である．ショ

ッピングカートは，J2EE サーバ上に配置した商

品管理を行う商品管理 Bean(EJB)を呼び出し，ユ

ーザからのリクエストに応じて，カート内に商

品を格納，HTML 化してクライアントへ送信する．

また，カタログ管理部はカタログを表示するた

めの機能を実装した Servlet/JSP であり，カー
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ト管理と同様，ユーザからのリクエストに応じ

てカタログ Bean(EJB)を呼び出し，ユーザにカタ

ログの情報をクライアントへ送信する． 

(2)Web サービスを用いたシステム 
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図 3 Web サービスを用いたシステムの構成 

 図 3 中の Web サーバ上に配置したプログラム

は，J2EE によるシステムと同様のもので，EJB

と同様の機能を実装した Web サービスを呼び出

すようになっている． 

４ 比較評価・考察 

４．１ レスポンスタイムの比較 

複数のクライアントからリクエストを送信し、

レスポンスタイムの測定を行った結果を図 5，図

6に示す． 
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図 5 J2EE によるシステムの測定結果
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図 6 Web サービスによるシステムの測定結果 

 測定結果から算出した平レスポンス時間の比

較結果を表 2に示す． 

表 2 平均レスポンスタイムの比較 

  J2EE Web サービス

平均レスポンスタイム(ms) 309 659 

 Web サービスのレスポンスタイムは J2EE のレ

スポンスタイムの 2 倍程度という結果になった．   

図 5，図 6 でレスポンスタイムが極端に大きくな

っているのはシステムの初期化処理などによる

ものであり，例外として考えてよい．Web サービ

スはパフォーマンスに問題があるとされる．測

定結果も J2EE に比べレスポンスタイムが大きか

った．これは，XML の利用によるデータの冗長性

のためと考察される．改善方法としては，シス

テムが利用する XML パーサなど，Web サービスの

実行環境の性能を向上させることが考えられる． 

４．２ プログラミングにおける比較 

J2EE によるシステム構築 

・ J2EE で規定された形でプログラミングをする

必要があるため，EJB などは小規模なシステ

ムでは冗長になってしまう場合がある． 

・ オブジェクトの管理などシステムレベルサー

ビスの一部をコンテナに任せることができる

ため，一定レベルの信頼性を確保できる． 

Web サービスによるシステム構築 

・ 分散コンポーネントであることを意識しない

プログラミングができるため，サービスのプ

ログラミングには特別な知識は必要ない． 

・ システムレベルサービスが必要な場合，全て

をプログラミングする必要がある．そのため，

現時点では堅牢なシステムを構築するために

は高い技術が必要とされる． 

 プログラミングにおいては，それぞれ利点と

欠点があり，それを踏まえ，適用するシステム

に応じた技術の選択をする必要がある． 

５ まとめ 

 Web アプリケーションの構築について，J2EE

技術を用いた場合と Web サービス技術を用いた

場合についてレスポンスタイムを測定し，比較

評価を行った．今後は，評価システムについて

異なるプラットフォーム上の Web サービスの連

携などについて検討を行う． 
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